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本日の内容

介護施設の経営状況

再生産(改修・建替え)の事例とまとめ

介護施設の再生産(改修・建替え)を取り巻く環境
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社会福祉法人の経営状況
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赤字法人割合(右軸)

サービス活動収益対サービス活動増減差額比率(左軸)

出所：福祉医療機構

（％）

社会福祉法人の経営状況の推移を確認すると、2016年度から経営状況は徐々に悪化し、赤字法人割合は増
加傾向

介護施設の経営状況
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社会福祉法人の経営状況（経年推移）

2018年度
n=8,350

2019年度
n=8,386

2020年度
n=8,483

2021年度
n=8,351

2022年度
n=8,298

2023年度
n=8,037

収益・費用

サービス活動収益 （千円） 644,061 660,299 675,843 734,320 757,028 774,990

サービス活動費用 （千円） 625,618 641,162 654,750 715,787 744,183 756,575

サービス活動増減差額 （千円） 18,444 19,137 21,093 18,533 12,845 18,415

人件費率 （％） 67.1 67.3 67.3 67.3 67.3 67.1

経費率 （％） 24.2 23.9 23.8 24.1 25.0 24.6

減価償却費率 （％） 4.8 4.8 4.7 4.8 4.8 4.7

サービス活動増減差額比率 （％） 2.9 2.9 3.1 2.5 1.7 2.4

経常増減差額比率 （％） 2.9 3.0 3.3 2.7 1.9 2.7

経常赤字割合 （%） 28.8 28.5 25.9 31.3 35.7 30.9

従事者

従事者数 (人) 109.6 111.1 112.2 120.5 119.9 119.5

従事者一人当たり
サービス活動収益

（千円） 5,877 5,945 6,022 6,095 6,315 6,484

従事者一人当たり人件費 （千円） 3,942 4,000 4,050 4,102 4,251 4,350

注）費用の比率は、上記（人件費、経費（事業費・事務費）、減価償却費）のほか、その他の経費が含まれる（以下同じ）

サービス活動増減差額比率、経常増減差額比率、経常赤字割合は2023年度にやや持ち直すも、コロナ禍前の
水準には戻らず

出所：福祉医療機構

介護施設の経営状況
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社会福祉法人の経営状況（主体事業別;同一法人）

全体
n=7,433

介護保険事業主体
n=2,886

保育事業主体
n=2,897

障害サービス事業主体
n=1,223

2022 2023 2022 2023 2022 2023 2022 2023

収益・費用

サービス活動収益 （千円） 753,707 774,283 1,049,608 1,073,920 378,845 398,135 689,699 706,101

サービス活動費用 （千円） 740,757 755,407 1,042,190 1,055,638 363,573 379,403 678,175 691,160

サービス活動増減差額 （千円） 12,950 18,875 7,417 18,282 15,271 18,732 11,524 14,941

人件費率 （％） 67.4 67.1 66.2 65.8 72.5 72.2 66.1 65.8

経費率 （％） 24.9 24.5 27.1 26.6 20.0 19.8 21.8 21.6

減価償却費率 （％） 4.8 4.7 5.6 5.5 3.3 3.2 4.1 4.1

サービス活動増減差額比率 （％） 1.7 2.4 0.7 1.7 4.0 4.7 1.7 2.1

経常増減差額比率 （％） 1.9 2.7 0.7 1.8 4.4 5.0 2.3 2.9

経常赤字割合 （%） 35.3 30.5 46.6 40.0 24.8 21.1 35.4 31.7

従事者

従事者数 (人) 119.7 119.4 166.5 165.7 66.7 67.3 107.5 106.8

従事者一人当たり
サービス活動収益

（千円） 6,296 6,484 6,304 6,483 5,681 5,911 6,413 6,610

従事者一人当たり人件費 （千円） 4,242 4,353 4,175 4,269 4,121 4,267 4,236 4,349

注）法人全体の「サービス活動収益」のうち、収益額が50％を超える事業を、主たる事業としている
注）「障害サービス事業主体」とは、法人全体の「サービス活動収益」のうち、「障害福祉サービス事業活動収益」
と「就労支援事業収益」を合算した額が50％を超えるものとしている

➢サービス活動増減差額比率、経常増減差額比率は、いずれの事業主体でも上昇し、経常赤字割合も低下
➢経費率の低下が経営状況の改善に寄与

出所：福祉医療機構

介護施設の経営状況
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特別養護老人ホームの経営状況
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ユニット型：介護報酬で「ユニット型個室」「ユニット型個室的多床室」の適用を受けている施設

人件費率（％）

出所：福祉医療機構

介護施設の経営状況
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➢前年度同期比で59.0％の施設が物価高騰による経営上の影響を受けていると回答した
➢そのうち、特に影響を受けている勘定科目は、水道光熱費が63.1％ともっとも多く、給食費が59.5％と続いた

出典：福祉医療機構 社会福祉法人経営動向調査 2024年12月調査（https://www.wam.go.jp/hp/wp-content/uploads/sh_survey_202412.pdf）

【2024年度上半期（2024年４月～９月の物価高騰による経営上の影響）】

物価高騰による経営上の影響有無
（2024年度上半期／前年度同期比）

物価高騰の影響を特に受けている勘定科目

63.1%

59.5%

40.1%

38.3%

18.9%

8.1%

12.6%

水道光熱費

給食費

業務委託費

介護用品費

保健衛生費

車輌費

その他

（n=222）※３つまで回答可

影響あり

59.0%

影響なし

41.0%

（n=376）

（※）その他の内容
・派遣職員費 ・燃料費
・通信運搬費 ・修繕費
・研修研究費 ・事務費
・医薬品費 ・日用品費
・消耗品費

介護施設の経営状況

https://www.wam.go.jp/hp/wp-content/uploads/sh_survey_202412.pdf
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前年度同期比で物価高騰の影響を特に受けている勘定科目の変化幅をみると、水道光熱費は「5%以上
10%未満増」の施設が37.9%ともっとも多かった。また、各勘定科目の変化幅の中央値に該当する施設に
ついて、前年度同期比で定員1人当たり費用の差をみると、給食費が27.3千円ともっとも大きかった

【物価高騰の影響を受けている勘定科目の変化幅（2024年度上半期／前年度同期比）】

注1）数値は四捨五入のため内訳の合計が合わない場合がある
注2）2023年度上半期および2024年度上半期の費用が「0」または変化幅が0以下の回答については、集計対象から除外した

20.5%

32.3%

29.3%

10.0%

7.1%

37.9%

41.1%

24.4%

23.8%

14.3%

21.4%

31.1%

15.3%

13.4%

36.3%

16.7%

21.4%

11.1%

6.8%

11.0%

13.8%

7.1%

21.4%

22.2%

7.3%

22.0%

16.3%

57.1%

28.6%

59.3%

水道光熱費

（n=132）

給食費

（n=124）

業務委託費

（n=82）

介護用品費

（n=80）

保健衛生費

（n=42）

車輌費

（n=14）

その他

（n=27）

5%未満増 5%以上10％未満増 10%以上20％未満増 20%以上30％未満増 30％以上増 2023
上半期

2024
上半期

差
2024-
2023

水道光熱費
（n=132）

95.0 103.5 8.5

給食費
（n=124）

379.8 407.0 27.3

業務委託費
（n=82）

203.8 221.5 17.7

介護用品費
（n=80）

61.5 69.9 8.3

保健衛生費
（n=42）

16.2 21.9 5.8

車輌費
（n=14）

5.8 6.7 0.9

その他
（n=27）

41.9 58.0 16.2

定員1人当たり費用物価高騰の影響を特に受けている勘定科目の変化幅
（単位：千円）

※各勘定科目の変化幅の中央値に該当する施設について、
定員1人当たり費用を算出

※5％未満は表記を省略

出典：福祉医療機構 社会福祉法人経営動向調査 2024年12月調査（https://www.wam.go.jp/hp/wp-content/uploads/sh_survey_202412.pdf）

介護施設の経営状況

https://www.wam.go.jp/hp/wp-content/uploads/sh_survey_202412.pdf
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再生産(改修・建替え)の事例とまとめ
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福祉貸付の契約額・件数の推移

出所：福祉医療機構
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施設の経過年数（2022年時点・特養）
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➢介護保険の導入に合わせ整備した介護施設については建設から25～30年程度が経過しており、建替えの
検討が必要となる

既往貸付先

出所：福祉医療機構

介護施設の再生産(改修・建替え)を取り巻く環境
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15,080 
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ユニット型特別養護老人ホームの建築費と建築面積

13

【左軸/折線】平米単価(千円)        

【右軸/棒】定員１人当たり建設費(千円)

建築費の推移

52.6

46.8

首都圏 全国

建築面積の推移

【折線】定員１人当たり建築面積(㎡)        

➢ 2010年度から平米単価は1.7倍、定員１人当たり建設費は1.5倍に上昇
➢定員１人当たり建築面積を抑えて、定員１人当たり建設費の上昇を抑制せざるを得ない状況

出所：福祉医療機構

（年度）
（年度）

介護施設の再生産(改修・建替え)を取り巻く環境
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社会福祉施設の整備における補助率の推移

注１）上記はすべて社会福祉法人による施設整備
注２）上記は設置整備資金及び建築資金に限る
注３）上記の児童福祉施設とは、児童福祉法に定義される施設及びそれに類する施設
注４）上記の障害者福祉施設とは、2005年度以前は身体・知的・精神障害者福祉施設であり、2006年度以降は障害福祉サービス事業である

68.7%

28.4%

51.4%

36.2%

15.0%

25.0%

35.0%

45.0%

55.0%

65.0%

75.0%

特別養護老人ホーム 児童福祉施設 障害者福祉施設

（年度）

出所：福祉医療機構

介護施設の再生産(改修・建替え)を取り巻く環境



Copyright ⓒ 2025Welfare And Medical Service Agency (WAM). ALL rights reserved.

WAM

15

令和５年度における社会福祉充実計画の状況について

出典：厚生労働省（https://www.mhlw.go.jp/content/12000000/001237466.pdf）

介護施設の再生産(改修・建替え)を取り巻く環境
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「社会福祉充実財産」の算定式

出典：厚生労働省（https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/shakai-fukushi-houjin-seido/dl/04-01.pdf）

介護施設の再生産(改修・建替え)を取り巻く環境

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/shakai-fukushi-houjin-seido/dl/04-01.pdf
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施設再生産の財源

法人負担の
施設資産の貸借対照表価額

国庫補助金等特別積立金

減価償却による
投下資金の回収

補助率の減少・建築物価の
上昇に対する経営努力

最
初
の
施
設
整
備
費

再
生
産
時
の
施
設
整
備
費

施設
整備時

建て
替え時

建て替えまでに利益で確保

介護施設の再生産(改修・建替え)を取り巻く環境
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本日の内容

介護施設の経営状況

再生産(改修・建替え)の事例とまとめ

介護施設の再生産を取り巻く環境
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当施設開設 昭和57年

改築時にユニット化し、増床した事例事例１

⚫ 2キロ離れた場所に移転

⚫ 鉄筋コンクリート造 2階建 延床面積5,840㎡

⚫ 定員数 特養（従来型）80床・ショート20床 → 特養（ユニット型）90床・ショート10床

⚫ 資金計画

計 画概 要

運営施設等 特養ホーム80床 ショート20床

POINT
◆ 築後40年経過し、老朽狭隘で、給排水設備等の修繕費が度々発生。利用者の高齢化・重度化が進み、利用者・職員
双方が使いづらさを感じることが多かった。また介護の考え方も設立時と変わる中で、プライバシーへの配慮や一人
ひとりの生活習慣を尊重したケアを目指し、移転にあわせてユニット化を決断

◆ 敷地内で整備が可能な10床を増床させ整備したことで、待機者解消につながり、増収につながった

資金計画
事業費 補助金等

（①）
WAM借入
（②）

銀行借入金
（③）

自己資金等
（④）

建築資金 1,884,000
290,800 850,000

125,900 795,300設備備品資金 138,000 

運転資金等 40,000

合 計 2,062,000 290,800 850,000 125,900 795,300

（WAM30年（据置期間3年）/銀行30年（据置期間1年））

（①＋②＋③+④）

（千円）

19

再生産(改修・建替え)の事例とまとめ

特養の老朽改築の優遇融資
を適用し、融資率を引き上げ、
金利を引き下げ！
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当施設開設 昭和63年（建物は、昭和63年築、平成6年築、平成16年築の3棟からなる）

築40年経過した特養の改修事例事例２

⚫ 3棟全体の居室部分（床・壁面・天井）の内装工事 電気・トイレの入れ替え

最も古い棟の多床室のプライバシー工事 入り口の改修工事

⚫ 鉄筋コンクリート造 地下1階付3階建 延床面積5,800㎡(特養部分)

⚫ 定員数 変更なし

⚫ 資金計画

計 画概 要

資金計画
事業費 補助金等

（①）
WAM借入
（②）

銀行借入金
（③）

自己資金等
（④）

建築資金 199,000
92,400 96,000

0 12,600設備備品資金 1,000 

運転資金等 1,000

合 計 201,000 92,400 96,000 0 12,600

（①＋②＋③+④）

（千円）

運営施設等 特養ホーム100床 ショート10床 養護老人ホーム50床 老人デイサービス30名

POINT
◆ 居室1室ずつ進める改修工事が半年以上続くため、利用者の生活環境への影響や稼働率の低減を考慮し、共用部
等に仮設の部屋を設置し対応

◆ 老朽化への対処は急務であるが、将来的に改築を予定していることから、償還期間を15年間とした事業計画を作成
することで、次の計画への負担を残さない計画とした

（WAM15年（据置期間6か月））
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再生産(改修・建替え)の事例とまとめ

特養の老朽改築の優遇融資
を適用し、融資率を引き上げ、
金利を引き下げ！
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事業計画策定のポイント～事例から～

課題 検討事項

・建物の老朽化 ・修繕費

・バリアフリーの必要性 等

・地域の需要の変化

・施設での求められる利用者

支援の変化 等

・厳しさが増す経営環境

・経費がかさむ状況 等

施設

需要

財務

整備で解決すべき重要な課題は何

か？

施設の地域での役割とは？

今後の需要動向は？

施設の投資規模の妥当性とは？

総事業費の適正範囲内での検討を！

総事業費

建設費／設計監理費
設備備品費
運転資金（諸経費・引越費用等）

CF（キャッシュフロー）× 償還年数

借入金

自己資金 等

再生産(改修・建替え)の事例とまとめ
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特養（ユニット型）の減価償却期間と資金調達期間のギャップ(20年償還)

1年
2年
3年
4年
5年
6年
7年
8年
9年

10年
11年
12年
13年
14年
15年
16年
17年
18年
19年
20年
21年
22年
23年
24年
25年
26年
27年
28年
29年
30年
31年
32年
33年
34年
35年
36年
37年
38年
39年

-100 -50 0 50

COF(Cash Out Flow)

CIF(Cash In Flow)

(百万円)

-134.5

528.4

-200 0 200 400 600
(百万円)

CIFとCOF
を合算

(試算条件)
⚫ 定員1人あたり建設費

15,080千円
⚫ 定員1人あたりサービス
活動収益

4,983千円
⚫ 定員数

58名
⚫ サービス活動増減差額比率

4.1%
⚫ 減価償却率

2.60% (39年償却)
⚫ 償還年数

20年(元金据置1年)
⚫ 貸付利率

2.00%(全期間固定金利)

●特養（ユニット）約8.8億円で整備 →6.8億円（借入金）、２億円（自己資金・補助金） 、20年償還(固定金利)

➢CIFを「サービス活動増減差額＋減価償却費」、COFを「元金償還額＋支払利息額」として試算
➢借入金を完済する建設20年後において、累積CFは▲66.7百万円となった

再生産(改修・建替え)の事例とまとめ
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●特養（ユニット）約8.8億円で整備 →6.8億円（借入金）、２億円（自己資金・補助金）、30年償還(固定金利)

58.4

460.2

0 100 200 300 400 500

23

特養（ユニット型）の減価償却期間と資金調達期間のギャップ(30年償還)

償還期間と償却期間のギャップはCFに関する経営上のリスクになるため償却期間を考慮した期間の設定が
重要

CIFとCOF
を合算

(百万円)
1年
2年
3年
4年
5年
6年
7年
8年
9年

10年
11年
12年
13年
14年
15年
16年
17年
18年
19年
20年
21年
22年
23年
24年
25年
26年
27年
28年
29年
30年
31年
32年
33年
34年
35年
36年
37年
38年
39年

-100 -50 0 50

COF(Cash Out Flow)

CIF(Cash In Flow)

(百万円)

(試算条件)
⚫ 定員1人あたり建設費

15,080千円
⚫ 定員1人あたりサービス
活動収益

4,983千円
⚫ 定員数

58床
⚫ サービス活動増減差額比率

4.1%
⚫ 減価償却率

2.60% (39年償却)
⚫ 償還年数

30年(元金据置1年)
⚫ 貸付利率

2.00%(全期間固定金利)

再生産(改修・建替え)の事例とまとめ
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償還期間別の累積CF推移の比較

30年償還で整備
（1ページ前）

大規模修繕を借入金4億円で
15年償還で実施

(百万円)

償却年数や使用期間といった投資回収期間を踏まえた償還期間を考慮することが重要
（実際には大規模修繕等も必要になることから無理のない調達条件の検討が必要）

-134.5

528.4

1年
2年
3年
4年
5年
6年
7年
8年
9年

10年
11年
12年
13年
14年
15年
16年
17年
18年
19年
20年
21年
22年
23年
24年
25年
26年
27年
28年
29年
30年
31年
32年
33年
34年
35年
36年
37年
38年
39年

-200 200 600 1000
(百万円)

58.4

460.2

-200 200 600 1000

229.8

892.6

-200 200 600 1000
(百万円) (百万円)

次の整備を
検討

20年償還で整備
（2ページ前）

再生産(改修・建替え)の事例とまとめ
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0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000 18,000 20,000

定
員1

人
当
た
り
に
必
要
なC

IF

額
（
千
円
）

定員1人当たり建設費（千円）

R4

R5？

669

15,080

R4補助金有り？

4,983千円

R4の定員1人あたり
サービス活動収益

25

（特養・ユニット型）定員一人当たり建設費と借入れの償還に係る試算（イメージ）

➢全額借入の場合に償還終了時点での累積CIFが建設費と一致（建設費用と累積CIFの差が0円）する定員1人当た
りに必要なサービス活動収益対比CIFを試算

➢サービス活動収益対比CIFがグラフに達しない場合、自己資金・補助金の活用やダウンサイジングを検討する必要？

利益
10.82% 減価

償却

2.60%

539千円 130千円

サービス
活動収益

（利益率＋減価償却率） CIF額

13.42% 669千円

補助金を考慮せずに試算した場合

再生産(改修・建替え)の事例とまとめ
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経営の良化

26

まとめ

➢ 建築費が高騰し、補助金が減額され、経営が悪化する、まさしく三重苦の状況
➢ 皆様がまず取り組めるのは…。

建築費の高騰 補助金の減額 経営の悪化

再生産(改修・建替え)の事例とまとめ
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（参考）経営サポートセンターのご案内
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区分 タイトル

建設費 2023年度 福祉・医療施設の建設費について

経営 2022年度 社会福祉法人の経営状況

経営 2022年度 特別養護老人ホームの経営状況

経営 2022年度 保育所および認定こども園の経営状況

経営 2022年度 通所介護の経営状況

経営 2022年度 日中活動系障害福祉サービスの経営状況

独自調査 人材確保・定着を図る特別養護老人ホームの経営良好先の取組み事例

独自調査 2024年度 介護報酬改定に関するアンケート結果

独自調査 2024年度 診療報酬改定の影響等に関するアンケート結果

※主なもの

調査内容 毎年1回（決算データ）

対象施設
（各施設
ごとに販
売）

＜福祉＞ 特別養護老人ホーム､ケアハウス､養護老人
ホーム、保育所・認定こども園､老人デイサー
ビス（通所介護、認知症対応型通所介護）、
小規模多機能型居宅介護、認知症高齢者グ
ループホーム、訪問介護、障害福祉サービス

＜医療＞ 病院、介護老人保健施設、診療所

＜法人＞ 法人（社会福祉法人、医療法人、NPO法人）

福祉医療分野におけるトピックスについて、時宜を得たレポートを作成し、機構HPで公表

2024年度経営セミナー

【Web】報酬改定セミナー【介護報酬改定編】

【Web】報酬改定セミナー【障害福祉サービス等報酬改定編】

【Web】社会福祉施設経営セミナー(人材確保)

【Web】高齢者施設経営セミナー(介護DXの可能性)

【Web＋会場】社会福祉法人会計実務セミナー

経営サポートセンターの事業紹介 ～リサーチ・セミナー・経営分析参考指標～

リサーチレポート

セミナー

喫緊の課題・政策動向を踏まえたテーマを選定しお届け

経営分析参考指標

決算事業報告書をもとに経営指標データ集としてまとめたもの
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経営サポートセンターの事業紹介 ～社会福祉法人経営動向調査（WAM短観）の概要～

【モニターの募集】

特別養護老人ホームを運営し
ている社会福祉法人に経営SC
モニターとして協力を依頼

【定期調査の実施】年4回

⚫ 法人単位（業況判断、収益状況
など）

⚫ 施設単位（稼働率、雇用状況な
ど）

2020年度はコロナに関する特別
調査も実施

【調査結果の公表】

年4回＋α

目的
社会福祉法人と特別養護老人ホームの経営状況に関する現場の実感や運営実態を定期的
な調査により把握し、調査結果を公表することにより、社会福祉法人の経営や社会福祉
政策の適切な運営に寄与する

対象 WAMにモニター登録している特別養護老人ホームを運営する社会福祉法人

（2024.12時点で538法人）

当機構ホームページにて調査結果を公表 https://www.wam.go.jp/hp/sh-survey/

社会福祉法人動向調査制度（2015年12月～）

法人経営者・施設管理者のリアルタイムに近い実感や認識を把握して、各種施策に活用
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経営サポートセンターの事業紹介 ～経営診断のごあんない①～

独立行政法人福祉医療機構では、法人・施設の経営状況をより的確に把握していただくため、経営診断を実施しております。

●経営診断料金：1施設あたり11,000円（消費税込）
【お問合せ先】
経営サポートセンターコンサルティンググループ
事業報告書チーム Tel：03-3438-0236

●●

○○/ ○○/ ○○

【診断施設種類】

①特別養護老人ホーム

②ケアハウス

③通所介護

④認知症対応型通所介護

⑤認知症高齢者グループホーム

⑥小規模多機能型居宅介護

●●

⑦保育所

⑧認定こども園

⑨病院

⑩介護老人保健施設

⑪生活介護

⑫共同生活援助
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経営サポートセンターの事業紹介 ～経営診断のごあんない②～

貴法人・貴施設と、同種・同規模の情報につ
いて、様々な方法で比較し、視覚的に表示した
資料を約50枚にわたってご説明します。
ワンポイントアドバイスも掲載しております。
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ご清聴ありがとうございました。

内容その他データ等については下記へお問い合わせください

独立行政法人福祉医療機構
経営サポートセンター リサーチグループ

お問合せ先

TEL ： 03-3438-9932

FAX ： 03-3438-0371
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